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合
併
市
町
村
へ
の
地
方
交
付
税

の
特
例
措
置
が
本
年
度
終
了
し
、

以
降
、
次
第
に
減
少
し
５
年
後
に

は
一
町
と
し
て
算
定
さ
れ
た
交
付

税
額
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
政
改
革
を
推
進
し
、

経
費
節
減
に
よ
り
、
こ
の
厳
し
い

財
政
状
況
に
備
え
て
参
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
合
併
効
果
が
現
れ
て

い
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
施
設
の
統

廃
合
、
各
種
政
策
の
整
理
統
合
、

補
助
金
等
の
見
直
し
な
ど
、
本
年

度
は
「
行
政
評
価
委
員
会
」
を
外

部
委
員
で
組
織
し
、
行
政
全
般
の

評
価
を
実
施
。
町
民
目
線
で
の
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　　
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
、
生
活

で
き
る
町
づ
く
り
が
、
町
政
の
基

本
的
か
つ
重
要
課
題
で
あ
り
、
更

に
本
町
で
は
、
台
風
な
ど
風
水
害

と
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
と
も

言
え
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

る
意
識
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
迅
速
で
正
確
な
情
報
伝

達
と
と
も
に
、
避
難
誘
導
は
、
各

集
落
の
消
防
団
と
の
連
携
を
密
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
防

災
行
政
無
線
は
、
各
世
帯
に
個
別

受
信
機
を
設
置
。
音
質
が
改
善
さ

れ
、
更
に
個
別
受
信
機
に
留
守
番

録
音
機
能
が
付
加
さ
れ
、
情
報
伝

達
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
町
の
人
口
は
、
平
成
17
年
か
ら

22
年
の
５
年
間
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。

世
界
自
然
遺
産
・
屋
久
島
の
ブ
ラ

ン
ド
力
に
よ
り
、
毎
年
30
万
人
を

超
え
る
入
り
込
み
客
は
、
運
輸
交

通
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
産
業
へ
経
済

効
果
を
与
え
、
本
町
経
済
を
下
支

え
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
な
い

雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
町
の
経
済
活
動
が

後
退
し
な
い
よ
う
、
合
わ
せ
て
交

流
の
効
果
が
そ
の
他
の
分
野
に
も

及
ぶ
よ
う
観
光
の
あ
り
方
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
策

定
中
の
「
屋
久
島
町
観
光
基
本
計

画
」
で
は
、
そ
の
効
果
と
範
囲
を

分
析
し
「
屋
久
島
町
農
業
振
興
計

画
」
と
の
整
合
性
を
も
っ
て
、
各

産
業
間
で
相
互
に
経
済
効
果
が
図

ら
れ
る
方
策
を
検
討
。
町
の
経
済

を
総
合
力
と
し
て
高
め
て
参
り
ま

す
。

　
木
造
本
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、検
討
委
員
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
、
木
造
建
築
施
工
者
、

製
材
所
、
森
林
組
合
、
森
林
管
理

署
等
と
議
論
を
重
ね
、
多
く
の
課

題
は
あ
る
が
「
地
元
で
可
能
な
仕

事
は
、
総
力
を
結
集
し
て
や
り
抜

こ
う
」
と
い
う
意
思
確
認
は
出
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
を
契
機
に
、
地
元
の
杉
が

有
効
に
活
用
で
き
る
流
通
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
林
業
の
再
生
を
図

る
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
財
源
に
つ
い
て
は
、
有

識
者
を
含
む
関
係
機
関
で
組
織
す

る
検
討
会
議
に
お
い
て
議
論
を
整

理
・
深
め
て
き
ま
し
た
。
慎
重
な

取
扱
い
と
配
慮
が
必
要
な
課
題
で

あ
り
、
今
年
い
っ
ぱ
い
深
く
議
論

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
屋
久
島
空
港
の
拡
張
整
備
に
つ

い
て
は
、
国
産
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機

開
発
の
経
緯
な
ど
か
ら
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
に
対
応
で
き
る
空
港
が
必
要

で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
、
町

長
就
任
当
初
か
ら
関
係
機
関
へ
の

陳
情
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　
困
難
な
問
題
で
す
が
、
屋
久
島

空
港
利
用
促
進
協
議
会
を
中
心
に
、

お
い
で
い
た
だ
く
皆
さ
ま
の
利
便

性
を
高
め
、
合
わ
せ
て
屋
久
島
の

産
業
の
更
な
る
振
興
を
図
る
観
点

か
ら
も
ジ
ェ
ッ
ト
化
を
実
現
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
遺
産
登
録
20
周
年
記
念

式
典
で
、
私
が
宣
言
し
た
こ
と
は

「
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
島
の
恵
み
を
守
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
恵
み
」

と
は
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

大
地
と
豊
か
な
海
か
ら
生
産
さ
れ

る
各
種
産
物
、
島
に
し
か
な
い
独

自
の
資
源
を
活
用
し
た
二
次
製

品
、
更
に
は
自
然
資
源
に
魅
せ
ら

れ
訪
れ
る
方
々
、
も
た
ら
さ
れ
る

経
済
効
果
等
、
多
種
多
様
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
恵
み

は
有
限
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

お
り
、
自
然
遺
産
の
管
理
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
今
、
特
に
山
岳
部

で
の
誰
も
が
認
め
る
一
定
の
ル
ー

ル
を
、
様
々
な
視
点
と
角
度
か
ら

検
討
し
、
関
係
団
体
と
の
協
議
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
財
政
の
運
営
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
真
価
が
問
わ

れ
る
時
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
職

員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
己
研

鑽
に
努
め
、
そ
の
意
識
と
能
力
を

高
め
、
と
も
に
英
知
を
結
集
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
も

一
体
と
な
っ
て
、
町
の
将
来
が
限

り
な
く
開
け
、
か
つ
前
進
す
る
よ

う
な
町
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
成
26
年
第
一
回
定
例
議
会
で
、
荒
木
耕
治
町
長
が
示
し
た
平
成
26
年

度
の
所
信
。
新
年
度
の
町
政
の
舵
を
ど
の
よ
う
に
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
私
た
ち
を
支
え
る

島
の
恵
み
を
守
る
」

平
成
26
年
度

所
信
表
明町

民
目
線
で

行
政
改
革

安
心
安
全
が
町
政

の
基
本

新
庁
舎
の
建
設
と

新
た
な
財
源

旧一湊中学校体育館で

観
光
入
込
効
果
を

島
内
あ
ら
ゆ
る
経
済
へ

ジ
ェ
ッ
ト
化
を
目
指

し
た
空
港
改
修
促
進

島
の
恵
み
を
守
る

職
員
の
英
知
を

結
集
し
町
政
を
推
進
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一
湊
の
集
落
行
事
な
ど
を
行
う

若
手
集
団
「
一
湊
は
め
つ
け
隊
」

の
弟
分
に
あ
た
る
高
校
生
「
は
め

つ
け
Jr
」
の
う
ち
５
人
が
島
を
離

れ
る
こ
と
に
な
り
「
盛
大
に
送
っ

て
や
ろ
う
」
と
、
は
め
つ
け
隊
が

立
ち
上
が
っ
た
。

　

は
め
つ
け
隊
Jr
は
、
集
落
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
、
運
動
会
で

は
、
各
地
区
の
応
援
合
戦
の
ト
リ

を
つ
と
め
る
な
ど
、
若
さ
を
生
か

し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大

好
き
の
高
校
３
年
生
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

　

昨
年
、
一
湊
中
学
校
の

閉
校
式
後
に
行
わ
れ
た
閉

校
記
念
祭
で
の
盛
り
上
が

り
か
ら
１
年
。「
僕
（
Jr
）

た
ち
も
、
一
湊
に
恩
返
し

が
し
た
い
」
と
Jr
た
ち
も

舞
台
に
加
わ
り
、
３
月
16

日
（
日
）

旧
一
湊
中

学
校
体
育

館
で
「
お

い
♡
ら
ぶ

一
湊
文
化

祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
に
は
、
小
学
生
か
ら
70
代

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
８
団
体
が

出
演
。
会
場
内
に
は
、８
月
に
あ
っ

た
一
湊
金
魚
ね
ぶ
た
な
ど
集
落
行

事
の
写
真
や
、
子
ど
も
た
ち
の
書

い
た
「
10
年
後
の
私
」
と
題
し
た

作
文
、
一
湊
に
関
す
る
絵
画
や
習

字
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
約
３
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
真
辺
チ
ト
エ
さ

ん
（
79
）
は
「
青
年
団
を
し
て
た

頃
を
思
い
出
し
て
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
。
ま

た
、
や
れ
ば

い
い
の
に
ね
」

と
、
昔
話
と

と
も
に
熱
気

覚
め
や
ら
ぬ

様
子
で
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

　

閉
校
後
１
年
を
迎
え
る
旧
永
田

中
学
校
に
、
３
月
２
日
（
日
）
資

料
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
名

称
は
、
長
年
続
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

の
名
称
か
ら
「
あ
お
も
じ
館
」。

旧
校
長
室
内
に
、
こ
れ
ま
で
中
学

校
で
保
管
し
て
い
た
写
真
や
資

料
、
卒
業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
卒

業
ア
ル
バ
ム
な
ど
懐
か
し
い
品
々

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
で
、
あ
お
も
じ
館
の

館
長
で
永
田
区
長
の
柴
鐵
生
さ
ん

は
「
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
て
資
料
を
展
示
す
る
場
所
も

出
来
て
、
卒
業
生
た
ち
も
学
校
に

立
ち
寄
り
易
く
な
り
ま
す
。
み
ん

な
で
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
元
気

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
話

　

ゆ
か
り
幼
稚
園
幼
年
消
防
隊

は
、
こ
の
度
、
幼
年
期
に
お
け
る

防
災
意
識
の
醸
成
と
、
そ
の
教
育

を
と
お
し
た
心
身
と
も
に
健
全
な

発
達
に
寄
与
し
、
ま
た
、
地
域
の

防
災
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
事
例

と
し
て
も
評
価
さ
れ
、
鹿
児
島
県

熊
毛
支
庁
が
行
う
「
た
ね
や
く
き

ら
め
き
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
隊
は
、
平
成
12
年
に

活
動
を
は
じ
め
今
年
で
14
年
目
と

な
り
ま
す
。
昨
年
度
隊
員
数
34
人
。

し
ま
し
た
。

　

旧
永
田
中
学
校
の
校
舎
は
、
小

学
校
と
併
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
多
く
を
小
学
校
が
使
用
し
、

こ
れ
ま
で
敷
地
内
の
講
堂
を
使
用

し
て
い
た
永
田
幼
児
学
級
が
、
１

階
の
１
教
室
に
入
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
閉
校
を
受
け
、
永
田

な
ら
で
は
の
地
域
ぐ
る
み
の
幼
・

小
一
貫
教
育
は
、
更
に
深
い
絆
で

結
ば
れ
、
永
田
っ
子
は
地
域
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

年
長
児
を
中
心
に
、
一
人
ひ
と
り

の
大
切
さ
を
感
じ
、
思
い
や
り
を

持
っ
た
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育

つ
よ
う
活
動
を
行
い
、
近
年
は
町

の
消
防
出
初
式
で
も
、
そ
の
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

絆
深
め
る
〜
永
田
中
学
校
資
料
館

「
あ
お
も
じ
館
」旧
中
学
校
内

平
成
25
年
度

  

た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰
を
受
賞

ゆ
か
り
幼
稚
園
幼
年
消
防
隊

おい♡らぶ一湊文化祭
卒業生
　集落で盛大に送る

旧一湊中学校体育館で

ジ
ュ
ニ
ア
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県
の
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

で
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
連

携
し
て
「
世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
地
域
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
の
会
員
の
中
か
ら
世
話

や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
が
委
嘱
さ
れ
、

独
身
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
結
婚

相
談
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
応
じ
て

お
り
、
３
月
２
日
（
日
）
縄
文
の

苑
で
”
出
会
い
“
応
援
イ
ベ
ン
ト

「LO
V

E BEAT in

屋
久
島
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
地
域
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
が

運
営
を
行
い
、
独
身
の

男
性
19
名
と
女
性
７
名

が
集
ま
り
、
楽
し
い
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
場
の

雰
囲
気
を
和
ら
げ
、
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
や
フ
リ
ー
タ
イ
ム

で
理
想
の
相
手
を
探
し
、
結
果
３

組
の
縁
結
び
の
応
援
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
会
場
で
出
会
っ

た
他
２
組
も
現
在
進
行
形
の
よ
う

で
す
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
異
性
の
相
手

と
接
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
い
た
だ

　

３
月
７
日
（
金
）
か
ら
屋
久
杉

自
然
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
土

埋
木
と
森
林
軌
道
展
」
に
は
、
有

限
会
社
愛
林
の
故
髙
田
久
夫
氏
所

蔵
の
貴
重
な
写
真
な
ど
、
土
埋
木

搬
出
に
係
る
現
場
な
ら
で
は
の
迫

力
あ
る
記
録
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

青
年
期
か
ら
80
歳
で
お
亡
く
な

り
に
な
る
直
前
ま
で
、
山
と
共
に

生
き
、
危
険
と
背
中
合
わ
せ
の
屋

久
杉
の
搬
出
業
務
に
あ
た
っ
た
髙

き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
も
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

屋
久
島
町
世
話
や
き
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
代
表
者　

山
﨑
奈
美
子

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼　

４
７
︱
２
０
３
０

０
９
０
︱
５
０
２
９
︱
２
４
４
６　

寺
田
エ
チ
子

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼　

４
４
︱
２
３
６
３

０
９
０
︱
４
９
８
０
︱
８
９
１
０

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド　

　

東　
　

洋
美
（
春　

牧
）

　

笹
川
久
美
子
（
尾
之
間
）

　

中
島
セ
ツ
子
（
宮
之
浦
）

田
さ
ん
の
半
生
を
と
お
し
て
、
自

然
と
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

LOVE  BEAT  in  屋久島

“出会い”応援イベント開催屋
久
島
の
山
と
共
に
生
き
た

　
　「
土
埋
木
と
森
林
軌
道
展
」
屋
久
杉
自
然
館
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　恒例のイベントとなっております本大会も昨年の11月に開催しました前大会で20回目
を迎えました。これを受け、先般開催されました企画運営及び実行委員会におきまして「こ
の記念すべき20回大会を大きな節目と位置づけて、過去の評価と未来への在り方を今一
度考えるべきでは」との意見が出され、時間をかけて丁寧に検証を行うことで一致いたし
ました。
　つきましては、平成26年度に予定しておりました第21回大会は休止とし、平成27年度
に向けた協議期間に充てることといたしました。
　毎年楽しみにされている参加者の方々や関係機関の皆さまには、大会休止に伴いご迷惑
をおかけすることも多々あるかと存じますが、どうぞ御理解の程よろしくお願い申し上げ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　問 商工観光課　☎43-5900（内線221,222）

「超自然・屋久島ツーデーマーチ」の休止についてのお知らせ

2014屋久島海祭り
４月19日（土）午前８時～
　港や砂浜をみんなできれいにしよう！
　屋久島の海や川の楽しさをもっと知ろう！

　　　　　問 屋久島観光協会☎４９－４０１０

宮：宮之浦岳コース、黒：黒味岳コース、花：花之江河コース
申込締切　５月15日（木）
　※詳しくは、折込みチラシをご覧ください。

第17回楠川城祭り
５月５日（月）　９：３０～１２：００
　城之川横広場
　子ども鉄砲隊や大型紙芝居・農産物販売等

第33回屋久島しゃくなげ登山
～森の妖精に会いに～

５月２４日（土）～６月１日（日）

第18回志戸子がじゅまる祭り
５月４日（日）１０：００～１３：００
　ガジュマル公園前志戸子漁港広場
　海の幸・山の幸 盛り沢山

宮之浦区春祭り～四月十日祭～
４月29日（火）１１: ００～パレード
　益救神社ほか
　各地区の舞台演芸は必見！

小島あさひ市
～子どもたちも生き生き～

５月３日（土）１０：００～
　小島生活館広場
　手づくりあくまきも大人気！

第２回世界遺産「屋久島」ＯＷＳ
（オープンウォータースイミング）2014
７月５日（土）一湊海水浴場
■コース　５km（9:00〜）、２．５km（12:30〜）、

（受付時間）１km（14:30〜）、
　　　　　集団泳「みんなで泳ごう200m」
　　　　　　　　（①9:30〜②13:00〜）
■申込方法
　（スポーツエントリー：（http://www.sportsentry.ne.jp/））
　※電話、FAX、郵送は不可
■申込〆切　〜６月９日（月）※定員になり次第締め切ります。
問　世界遺産「屋久島」OWS実行委員会　
　　大会事務局　　☎０３－６２２９－２６９３
　　大会公式ホームページ　http://yakushima-ows.com/
　　（観光窓口）　　（社）屋久島観光協会
　　　　　　　　　☎０９９７－４９－４０１０
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しましょう 
〜いつでも　どこでも　だれとでも　気持ちのよいあいさつをしましょう〜

屋久島町「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会

☎
４
３
︱
５
９
０
０

第21回 「世界の屋久島」 美術展終了
　平成26年２月14日（土）から３月23日（日）まで、３会場（安房・宮之浦・尾之間）で展示し
ていました第21回美術展は、多くの皆さまにご鑑賞いただき終了することができました。
　その際、投票いただいた『みんなが選んだで賞』が、次のとおり決定しましたのでお知ら
せします。

【安房会場】
作品名　　　口永良部島
作　者　　鈴　木　美津子

【尾之間会場】
作品名　　屋久島大川の滝を望む
作　者　　江　口　勝　實

【宮之浦会場】
作品名　　　　夕　凪
作　者　　牧　　　勝　廣

スポーツ推進委員を
ご存じですか？

　屋久島町には、スポーツ推進基
本法に基づき任命された12名のス
ポーツ推進委員がいます。
　スポーツ推進委員は、誰もが生
涯をとおして楽しめるスポーツを
見つけるお手伝いをします。
　何か良いレクリエーションや
ニュースポーツがないかとお探し
の際は、スポーツ推進委員又は、
社会教育課までご相談ください。
一緒にスポーツを楽しみましょう。
◆各校区のスポーツ推進委員◆

　　（栗　生）　山崎　雄成
　　（八　幡）　相良健一郎
　　　　　　　鹿島　厚代
　　（神　山）　岩川　博文
　　　　　　　永田　和子
　　（安　房）　池下　博俊
　　（小瀬田）　竹之内　誠
　　（宮之浦）　濱崎　一信
　　　　　　　真辺千代美
　　　　　　　榎　るり子
　　（一　湊）　肥後　信一
　　（永　田）　田中　一生

第２回　屋久島陸上記録会参加者募集！

～図書室からのお知らせ～

やくコミュニティクラブ＆かみやくスポーツクラブ
会 員 募 集 中

会　場　健康の森公園陸上競技場（安房）
日　時　４月26日（土）午後５時～
申込み　当日、下記大会事務局へ申し込む（受付 午後４時30分～ ）
参加料　200円 （保険料等として）　
連絡先　大会事務局（町陸上競技協会）
　　　　泉 隆一（☎０９０－５９２０－１５９０）

　図書室では、子ども読書の日（４月２３日基準日）を記念して「子
ども読書の日」大会を開催します。子どもたちに読書の楽しさを
知ってもらい、読書に親しむための大会です。絵本、紙芝居、パ
ネルシアターなど楽しい内容が盛りだくさんですので、親子でぜ
ひご参加ください。
＜宮之浦図書室＞　　　　　　　　＜尾之間図書室＞
と　き：４月２７日（日）　　　　　と　き：４月２５日（金）
　　　　午前１０時３０分～　　　　　　　午前１０時３０分～
ところ：離島開発総合センター　　ところ：尾之間中央公民館
　　　　２階（青年研修室）　　　　　　　　１階（婦人老人室）

　クラブでは「いつでも・だれでも・気軽に」スポーツ等ができる
よういろいろなプログラムを用意しています。健康づくりのため、
ぜひ参加してみませんか。
  平成26年度の会員募集を行っていますので、申込みをお願いし
ます。

問 各クラブ事務局（社会教育課 内線１６２)



2014.4.10　◆町報やくしま7

〜 卒　業 〜

　平成２５年度屋久島町では、小学生139名、中学生126名、
屋久島高校では70名の卒業生が、学び舎を巣立っていきま
した。

少年老い易く　学成り難し
 　一寸の光陰　軽んずべからず

　
　
鉢
窪
　
伸
吾
（
志
布
志
小
）

　
　
松
﨑
　
力
松
（
出
水
小
）

　
　
内
村
　
弥
生
（
退
職
）	

　
　
桑
代
　
貴
史
（
高
尾
野
小
）

　
　
佐
々
木
　
俊
（
溝
辺
小
）

　
　
久
保
田
公
子
（
退
職
）

　
　
本
村
　
純
子
（
羽
月
西
小
）	

　
　
池
之
上
久
美
子
（
輝
北
小
）

　
　
竹
之
内
修
二
（
竜
門
小
）　

　
　
浦
口
　
真
樹
（
姶
良
小
）

　
　
上
窪
　
亮
平
（
退
職
）	
　
　

　
　
町
田
　
達
美
（
高
須
中
）

　
　
山
﨑
　
洋
平
（
宮
浦
小
）

　
　
宇
都
　
　
修
（
田
代
小
）

　
　
濵
元
　
亜
衣
（
退
職
）	

　
　

　
　
松
本
み
ど
り
（
退
職
）

　
　
大
迫
　
　
誠
（
本
城
小
）

　
　
玉
泉
　
眞
二
（
加
世
田
小
）

　
　
山
岡
　
淳
子
（
阿
久
根
小
）

　
　
前
田
優
香
里
（
市
来
中
）

　
　
上
薗
　
隆
一
（
美
山
小
）

　
　
五
反
田
育
子
（
樋
脇
小
）

　
　
島
本
　
麗
美
（
大
田
小
）

　
　
田
之
浦
京
子
（
原
良
小
）

　
　
安
藤
　
裕
明
（
市
来
小
）

　
　
種
子
島
　
潔
（
知
覧
小
）

　
　
渡
邊
　
安
美
（
吉
野
東
小
）

　
　
松
永
　
　
剛
（
山
崎
小
）

　
　
木
塲
　
幸
乃
（
田
上
小
）

　
　
黒
谷
　
　
亮
（
欠
補
退
）

　
　
遠
矢
　
久
美
（
宇
宿
小
）

　
　
日
髙
耕
之
助
（
安
房
小
）

　
　
山
永
　
勇
二
（
八
幡
小
）

　
　
寺
田
　
美
穂
（
小
瀬
田
小
）

　
　
黒
松
　
正
信
（
鹿
屋
東
中
）

　
　
池
田
　
圭
一
（
陵
南
中
）

　
　
井
手
上
隼
人
（
帖
佐
中
）

　
　
森
園
　
尚
代
（
皇
徳
寺
中
）

　
　
厚
地
　
勝
博
（
田
崎
中
）

　
　
本
田
　
貴
之
（
山
野
中
）

　
　
山
路
ゆ
か
り
（
退
職
）

　
　
田
中
真
樹
人
（
岳
南
中
）

　
　
岩
本
　
朋
美
（
川
内
中
央
中
）

　
　
井
手
　
博
昭
（
安
房
中
）

　
　
村
岡
　
潤
一
（
東
谷
山
中
）

　
　
志
賀
美
佐
子
（
藤
川
小
）

　
　
東
　
　
政
一
（
木
原
小
）

　
　
田
中
　
幸
司
（
宇
都
中
）

　
　
山
下
　
孝
一
（
伊
集
院
北
中
）

　
　
岩
本
　
義
寛
（
鶴
田
中
）

　
　
村
岡
　
陽
子
（
退
職
）		

　
　
赤
﨑
　
博
武
（
日
吉
中
）

　
　
吉
田
真
由
美
（
退
職
）

　
　
假
屋
　
一
成
（
北
薩
教
育
事
務
所

）

　
　
長
船
　
祐
介
（
東
谷
山
小
）

　
　
西
依
　
昭
子
（
伊
作
小
）	

　
　
垣
田
　
秀
子
（
野
田
小
）	

　
　
黒
　
真
由
美
（
大
姶
良
小
）	

　
　
山
﨑
　
洋
平
（
永
田
小
）	

　
　
岩
切
　
秀
央
（
新
任
）　	

　
　
濵
田
　
有
美
（
武
岡
小
）	

　
　
寺
師
　
睦
月
（
加
治
木
中
）	

　
　
平
佐
田
　
学
（
中
山
小
）

　
　
長
吉
　
昭
典
（
副
田
小
）

　
　
木
尾
　
良
文
（
泊
野
小
）

　
　
今
村
　
理
保
（
新
任
）

　
　
堤
　
修
一
郎
（
阿
久
根
小
）

　
　
寺
田
　
美
穂
（
安
房
小
）

　
　
川
良
　
雅
彦
（
明
和
小
）	

　
　
柚
木
　
　
宏
（
一
倉
小
）

　
　
橋
野
　
結
花
（
新
任
）

　
　
山
永
　
勇
二
（
安
房
小
）

　
　
西
　
　
浩
一
（
末
吉
小
）	

　
　
義
富
ま
ゆ
み
（
南
瀬
小
）	

　
　
武
隈
　
順
子
（
中
山
小
）	

　
　
中
江
雄
一
郎
（
吉
野
小
）	

　
　
鍋
倉
　
良
太
（
丹
波
小
）

　
　
塩
滿
　
悦
郎
（
八
幡
小
）　

　
　
上
村
　
千
晴
（
吉
利
小
）　

　
　
吉
村
　
知
子
（
草
牟
田
小
）

　
　
岩
井
田
　
弾
（
新
任
）

　
　
茶
圓
　
昌
子
（
小
山
田
小
）	

　
　
森
　
幸
一
郎
（
岩
南
小
）	

　
　
日
髙
耕
之
助
（
安
房
小
）

　
　
橋
口
　
昭
夫
（
北
薩
教
育
事
務
所

）

　
　
宇
都
宮
陽
介
（
山
崎
中
）	

　
　
三
枝
　
明
美
（
宮
之
城
中
）	

　
　
竹
村
　
寛
隆
（
鹿
屋
東
中
）	

　
　
八
木
　
　
誠
（
大
崎
中
）	

　
　
柳
田
由
美
子
（
錦
江
中
）	

　
　
山
之
口
祥
子
（
田
崎
中
）

　
　
河
野
　
英
俊
（
第
一
鹿
屋
中
）

　
　
山
里
　
陽
子
（
東
谷
山
中
）

　
　
神
﨑
　
元
史
（
第
一
鹿
屋
中
）	

　
　
住
本
真
一
郎
（
羽
島
中
）

　
　
田
中
真
樹
人
（
金
岳
中
）

　
　
遠
矢
　
友
紀
（
鶴
田
中
）	

　
　
住
吉
　
弘
典
（
山
田
中
）

　
　
上
園
　
英
男
（
南
中
）

　
　
池
亀
　
麗
哉
（
鹿
児
島
玉
龍
中
）

　
　
濵
﨑
　
　
渚
（
加
治
木
中
）	

　
　
井
手
　
博
昭
（
岳
南
中
）	

　
　
坂
本
　
多
恵
（
花
岡
中
）

　
　
有
馬
　
秀
文
（
串
木
野
中
）

平
成
26
年
度

教
職
員
人
事
異
動

宮　　　浦　　　小

宮　　　浦　　　小

安　　　房　　　小

一湊小

永田小

中　　央　　中

中　　央　　中

金岳小

金岳小

小瀬田小

小瀬田小八  幡  小

金岳中

金岳中

町教委

町教委

八幡小

神　山　小

岳　南　中

岳　南　中

神　山　小

安　　房　　小

安　房　中

安　房　中

永田小

◆
転
入
教
職
員
（
前
任
地
等
）

◆
転
出
教
職
員
（
新
任
地
等
）

（
平
成
26
年
３
月
20
日
現
在
）

（
敬
称
略
）
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宮
之
浦
の
近
藤
輝
美
さ
ん
の
後

任
と
し
て
、
楠
川
の
鎌
田
道
隆
さ

ん
が
、
こ
の
４
月
よ
り
教
育
委
員

と
な
り
ま
し
た
。

【
任
期
】
〜
平
成
27
年
12
月
25
日

　

南
部
の
小
・
中
学
校
で
、
英
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
務
め
る

の
は
、
平
内
在
住
（
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
）
の

キ
ャ
ノ
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ン

ソ
ニ
ー
さ
ん
（
通
称
ト
ニ
ー
先
生
、

71
歳
）。
ア
シ
ュ
リ
ー
先
生
の
後

任
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
は
、
初
の

地
元
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
々
の
ご
職
業
は
セ
ラ
ピ
ス
ト

で
、
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
カ
ー
の
資
格

を
お
持
ち
の
ト
ニ
ー
先
生
。

　

取
材
に

う
か
が
っ

た
こ
の
日

は
、
岳
南

中
学
校
で

３
学
期
最

後
の
授
業
。

お
歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
人
懐
こ
い

笑
顔
で
、
生
徒
た
ち
と
英
語
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
を
教
材

に
、
と
て
も
楽
し
く
活
発
な
授
業

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

～屋久島町（国民健康保険）人間ドック利用補助金～
〇交付対象者
　・屋久島町国民健康保険の加入者で被保険者期間が１年以上あり、国民健康保険税の滞納がない方
　・申請時の年齢が満３０歳以上７５歳未満の方
　・前年度に屋久島町人間ドック利用補助を受けていない方
〇申請方法
　　人間ドックを受診される前に、必ず「屋久島町人間ドック利用申請書」を提出してください。審査後、対
象者に　利用の決定通知書をお送りします。
　　決定通知を受けた後、医療機関等で予約をして受診していただきます。
　※　人間ドックの受診は、決定通知書を受け取ってからとなります。
○補助額
　　人間ドック・脳ドック・ＰＥＴ検診のいずれかの受診に対して、上限　２０，０００円となります。
　※　人間ドックの検査結果に、町が規定する特定健診検査項目が含まれていない場合、補助対象外となり
　　ます。その場合、本人の自己負担で、不足項目の検査をお願いする場合があります。
〇補助対象人数
　　９０名（補助対象人数に達した時点で申込みを締め切ります。）

　問 健康増進課 国民健康保険係 ☎43－5900（内線342・343・347）

教
育
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

小
・
中
学
校
の
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
地
元
採
用

フェリー太陽の運賃・
　時刻・代理店の変更について

　平成26年４月１日より消費税の増税に伴いフェ
リー太陽の運賃が改正されます。
　なお、運航時間につきましても、奇数日の口永良
部島発の時間が、これまでより10分早くなり、15時
10分発になります。
　また、フェリー太陽の代理店が㈱屋久島物流サー
ビス（☎４２－３０５５）に変更となり、車両予約・
貨物受付の場所が、当分の間、宮之浦港奥へ変更と
なりました。
■運 賃

【旅客運賃】・宮之浦　⇔　口永良部島
　　　　　　　一等　大人　４，２２０円
　　　　　　　一等　小人　２，１００円
　　　　　　　二等　大人　２，１００円
　　　　　　　二等　小人　１，０５０円

・宮之浦　⇔　島間
　　　　　　　一等　大人　２，８８０円
　　　　　　　一等　小人　１，４４０円
　　　　　　　二等　大人　１，４４０円
　　　　　　　二等　小人　 ７２０円
■変更となった運行時刻　

（奇数日）口永良部島　15時10分発　
　　　　　　　　　→　宮之浦　16時50分着
問 財産管理課船舶係（☎４３－５９００内線２０７）
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平
成
25
年
12
月
以
降
に
改
選
を

迎
え
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
任
期
は
平
成
28
年
11
月
30
日
）

長
峰
西  

寺
田
九
州
男

長
峰
東  

今
東　

福
生

小
瀬
田  

永
綱
喜
美
男

椨　

川  

日
髙
ハ
ツ
ミ

楠　

川  

森　

千
代
美

楠　

川
（
主
任
児
童
委
員
）

 
 

鎌
田
美
智
代

宮
之
浦
（
並
木
） 

鹿
島　

正
紀

宮
之
浦
（
旭
・
旭
新
町
）

　

 
 

寺
田　

哲
史

宮
之
浦
（
小
原
・
平
和
）

 
 

新
出　

初
美

宮
之
浦
（
脇
町
・
仲
町
）

 
 

長
井　

愛
子

宮
之
浦
（
仲
町
・
上
浜
・

登
上
の
一
部
・
香
附
子
・
深
川
）

 
 

野
村　

澄
江

宮
之
浦
（
上
浜
・
下
浜
）

 
 

塚
田　

浩
二

志
戸
子  

尾
田　

映
子

一　

湊
（
向
江
・
白
川
）

 
 

真
辺　

羊
子

一　

湊
（
西
町
・
東
町
上
）

 
 

寺
田　

辰
男

一　

湊
（
渡
江
・
東
町
下
）

 
 

齊
藤　

義
人

吉　

田  

田
中　

桂
子

永　

田
（
川
東
） 

千
切
須
奈
子

永　

田
（
川
西
） 

渡
邉　

康
信

口
永
良
部
島 

石
黒　
　

誠

永
久
保  

備　
　

瑞
穗

船　

行  

日
髙　

陽
子

松　

峯  

名
田
よ
ど
み

安　

房
（
浜
町
・
新
町
）

 
 

池
田　

富
子

安　

房
（
仲
町
・
里
町
・
若
宮
）

 
 

日
髙　

光
明

安　

房
（
野
首
・
エ
ビ
ス
）（
不
在
）

春　

牧  
外
薗　

正
流

春　

牧  

日
髙　

志
乃

平　

野  

中
村　

篤
男

高　

平  

西
田　

昭
子

麦　

生  

鎌
田
富
士
雄

原
（
主
任
児
童
委
員
）

 
 

岩
川　

信
雄

原 
 

（
不
在
）

尾
之
間  

岩
川　

國
夫

尾
之
間  

毛
利　

洋
子

小　

島  

溝
口
い
く
よ

平　

内  

渡
邉　
　

浩

湯　

泊  

荻
野
千
代
子

中　

間  

岩
川　

敏
子

栗　

生  

齊
藤
百
美
子

栗　

生  

田
口　

義
則

屋
久
島
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
４
月
１
日
現
在
）
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．病害虫防除
　　５月から７月までの防除が、最も重要なポイントとな
　ります。
　１）ゴマダラカミキリ（天牛）の発生時期となりますの
　　　で、バイオリサカミキリやカミキラー等を、株元に
　　　巻きつけ防除しましょう。また、多発した場合は、
　　　モスピラン水溶剤の４００倍を主幹・株元散布する
　　　と効果的です。
  　　ゴマダラカミキリを防除している園は、ナガタマム
　　　シの被害も少ないようです。
　２）前年にサビダニが多発した園は、５月下旬頃ダニカ
　　　ット乳剤１０００倍液を散布してください。
　３）黒点病の発生時期になります。伝染源である枯れ枝
　　　等を取り除くとともに、ペンコゼブ水和剤６００倍
　　　液とスプレーオイル１５０倍液を混用して散布する
　　　と、より効果的です。（スプレーオイルを散布する
　　　際は、高温時に使用すると薬害がでやすいので注意
　　　してください。）
　　　ソウカ病の発生の多い園では、ペンコゼブをマネー
　　　ジＭ水和剤６００倍に変えて散布してください。
２．細部せん定
　　先月行っていない園は、一次生理落果終了後に、枝の
　込み入ったところを間引いて日を当てましょう。また、
　新梢が多く発生し枝が混んでいるところは、間引き剪定
　主体で枝をすかせましょう。
３．その他
　　梅雨時期をひかえています。早めに敷わらの準備や排
　水対策を行い、果樹園の表土流出の防止に努めましょう。

『ビワ』
１．誘引・せん定
　　次年度の着花 ( 果 ) 促進のために枝の誘引を行い、枝
　の混みすぎた部分は間引きせん定しましょう。側枝につ
　いては、短縮するなど枝の整理を行いましょう。切り口
　には、枝の枯れ込みを防止するため、バッチレートを必
　ずぬりましょう。
　　なお、密植園については、計画的な間伐を実施しましょ
　う。
２．ガンシュ病対策
　　ガンシュ病の発生の心配される園は、せん定終了後に
　カスミンホルドー１０００倍液を散布すると効果的です。
３．その他
　　梅雨に備えて、土壌流防や園内の排水対策に努めまし
　ょう。

『パッションフル−ツ』
１．新梢・副梢の管理
　１）誘　引
　　　新梢は伸びながら、順次開花して結果するため結果
　　　枝が混み合わないように棚面に誘引します。
　　　側枝は１５㎝間隔でつくりましょう。
　２）摘　心
　　　新梢が地面に届くものは、地面から２０㎝〜３０㎝
　　　のところで摘心しましょう。
２．ハウスの管理
　　最高温度が、２５℃以上にならないように、まめにサ
　イドビニールの開閉を行いましょう。

農林水産課だより （５月の農作業メモ）
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屋久島町人事異動
平成２６年４月１日発令

　　　　　　　新　役　職　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　旧　役　職　　　　　　　　　　　勤務地
総務課長兼口永良部島出張所長   森　山　文　隆　　議会事務局長    本
宮之浦支所長兼財産管理課長  　　　　鎌　田　隆　明 　財産管理課長　　　　　　　　　　　　　宮
安房支所長兼社会教育課長 　　　　　　　　田　村　良　二 　社会教育課長    安  
福祉事務所長     永　田　実　男　　安房支所長兼福祉事務所長  安
議会事務局長     桑　原　幸　夫　　給食センター所長   尾
建設課長     川　﨑　義　久 　建設課課長補佐   宮
給食センター所長    山　口　健　蔵 　税務課課長補佐兼国民健康保険税係長 給
農業委員会事務局長    日　高　邦　義 　介護衛生課課長補佐   尾
町民生活課長兼栗生出張所長   相　良　昭　子　　町民生活課課長補佐兼総合窓口係長兼年金係長 宮
兼永田出張所長兼選挙管理委員会事務局長
総務課課長補佐兼行革法制係長兼庁舎建築係 岩　川　茂　隆 　総務課課長補佐兼行革法制係長  本
建設課建築技術補佐兼庁舎建築係   松　田　純　治 　建設課建築技術補佐   宮
税務課課長補佐兼国民健康保険税係長  川　東　眞　稔 　農林水産課農政係長兼農業振興計画係 尾
建設課技術補佐     日　髙　　　望 　建設課土木第一係長   宮
介護衛生課課長補佐    泊　　　光　秀　　総務課総務係長   尾
町民生活課課長補佐兼総合窓口係長  中　村　一　久 　財産管理課財産管理係長  宮
兼年金係長兼選挙管理委員会事務局管理係    
建設課水道係主幹（補佐級）   斉　藤　美　恵 　建設課水道管理係長   宮
建設課土木監理係長    眞　邉　満　久 　建設課土木第二係長   宮
農林水産課農政係長兼農業振興計画係  鹿　島　直　喜 　町民生活課総合窓口係長  尾
企画調整課企画振興係長    三　角　謙　二 　選挙管理委員会書記   本
総務課総務係長     松　田　賢　一 　総務課消防交通係長   本
選挙管理委員会へ出向    佐々木　　　修 　町民生活課戸籍住民係長  宮
総務課消防交通係長    泊　　　裕一郎 　企画調整課企画振興係長  本
環境政策課生活環境係長兼施設係   新　出　正　仁 　環境生活課生活環境係長兼自然環境係（エコツーリズム推進担当） 宮
総務課庁舎建築担当係長    川　﨑　勝　也 　農林水産課林務水産係長  本
町民生活課戸籍住民係長    内　田　広　史 　企画調整課広報係長   宮
財産管理課財産管理係長    藤　村　尚　之 　建設課水道管理係主幹   宮
農林水産課林務水産係長    渡　邊　　　新　　農林水産課林務水産係主査兼有害鳥獣対策係 尾
企画調整課広報係長    安　藤　めぐみ 　企画調整課企画振興係主査  本
建設課水道係主査    永　綱　智　之 　福祉事務所生活保護係主査  宮
環境政策課生活環境係主査   佐　戸　勝　吾 　環境政策課生活環境係主査兼自然環境係 宮
福祉事務所生活保護係主査   村　中　亮　治 　健康増進課後期高齢者医療係主査 安
町民生活課戸籍住民係主査   岩　川　さほり 　会計課会計係（育児休暇復職）  宮
健康増進課健康予防対策係主査   飛　髙　　　円 　健康増進課健康予防対策係主任（育児休暇復職） 宮
教育委員会へ出向（社会教育課）    佐　伯　しおり　　屋久島環境文化財団派遣  安
健康増進課後期高齢者医療係主査   濱　﨑　寿　仁 　農林水産課技術経営指導係主査兼有害鳥獣対策係 尾
環境政策課自然環境係    岩　川　卓　誉 　環境政策課自然環境係兼施設係  宮
農林水産課林務水産係兼有害鳥獣対策係  泊　　　　雄貴　　農業委員会事務局   尾
環境政策課自然環境係    眞　邉　克　昭　　税務課徴収対策係兼固定資産税係兼住民税係 宮
屋久島環境文化財団派遣（研修センター）　  早　崎　綾　乃 　町民生活課戸籍住民係兼栗生出張所住民係 研
企画調整課企画振興係    岩　川　え　み 　町民生活課戸籍住民係   本
屋久島環境文化財団派遣    真　辺　侑　也 　商工観光課観光係   屋
税務課徴収対策係兼固定資産税係兼住民税係 真　辺　敬　吾 　屋久島環境文化財団派遣  宮
町民生活課戸籍住民係    肥　後　美　笛 　社会教育課社会教育係   安
福祉事務所福祉係主査    岩　川　博　樹 　新規採用    安
建設課土木監理係主査    鮫　島　卓　也 　新規採用    宮
社会教育課へ出向    面　　　将　道 　新規採用    安
農業委員会へ出向    日　髙　啓　太 　新規採用    尾
商工観光課観光係    小　脇　大　和 　新規採用    宮
農林水産課畜産係    竹　元　　　学　　新規採用    尾
町民生活課戸籍住民係兼栗生出張所住民係  寺　田　竜　也 　新規採用    尾

（退職者） （平成26年３月31日付け）
日　髙　耕　助 　総務課長兼口永良部島出張所長 石田尾　慶　雄 　宮之浦支所長兼栗生出張所長兼永田出張所長
       　　　　　兼町民生活課長兼選挙管理委員会事務局長
鹿　島　忠　明 　建設課長   岩　川　滝　男 　農業委員会事務局長
庄　子　智　史 　栗生診療所長   古別府　裕　明 　永田診療所長
竹之内　　　誠 　環境政策課施設係主幹  肥　後　　　修　　財産管理課フェリー太陽甲板員兼司厨員
寺　田　文　代 　財産管理課財産管理係

勤務地表記　本：本庁　宮：宮之浦支所　安：安房支所　尾：尾之間支所　給:給食センター　屋：屋久島環境文化村センター
　　　　　　研：屋久島環境文化研修センター



お知らせお知らせ
　
４
月
１
日
〜
６
月
30
日

■
重
点
啓
発
事
項
■

○
農
業
機
械
や
作
業
場
所
は
、
事

前
の
点
検
・
整
備
を
徹
底
し
、
行

う
際
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

○
出
か
け
る
際
は
、
家
族
等
に
一

声
か
け
、携
帯
電
話
等
を
忘
れ
な
い
。

◆
啓
発
事
項
◆

○
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な
い

農
作
業
を
計
画
し
、
農
業
機
械
の

操
作
に
十
分
に
注
意
す
る
。

○
農
業
機
械
の
、
ほ
場
へ
の
搬
入

出
の
際
は
、
侵
入
路
や
路
肩
な
ど

段
差
の
あ
る
場
所
に
注
意
し
、
機

械
の
転
落
・
転
倒
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
。

○
農
業
機
械
の
取
り
扱
い
は
安
全

チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
、
事
故
頻
度

が
高
い
動
力
刈
払
機
は
安
全
使
用

を
心
が
け
る
。

○
耕
運
機
に
よ
る
挟
ま
れ
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
作
業
場
所
の
安
全
性

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
で

も
緊
急
停
止
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
町
報
３
月
号
の
６
頁
に
掲
載
し

た
「
ゆ
っ
く
り
館
杯
争
奪
中
学
生

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
の
結
果
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
安

房
中
学
校
で
す
。

　
関
係
者
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　
同
３
月
号
９
頁
の
生
涯
学
習
大

会
の
会
場
は
「
安
房
の
総
合
セ
ン

タ
ー
」
の
誤
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

　「いじめられ　行きたし行けぬ　春の雨」
……僕は、学校に行きたいけど行けない状況の中で、
家にいて安らぎの時間を過ごす間に、たくさんの俳句
を詠んだ。僕を支えてくれたのは俳句だった……（本
文より）
　944 グラムでこの世に生を受けた男の子は小学校入
学と同時に、つねられたりけられたりなぐられたりと
壮絶ないじめに合う。そんな過酷な日々の中で、彼は
ひたすら俳句を詠み続け、この世界に居場所をみつけ
た。

『 ランドセル俳人の五・七・五 』
小林　凜・著

　幼い頃、両親に置き去りになれた乙葉は小学５年生。
15才年上の姉・桐子とおばあちゃんの３人で暮らしている。
　姉妹はおばあちゃんと呼んでいるが、本当は実のおばあ
ちゃんの妹という複雑な家庭。
　２学期になって学校で「いのちの授業」が始まる。助産
師さんから赤ちゃんが生まれてくる時は、お母さんもがん
ばって、それで生まれてくるのだという話を聞き、乙葉は
自分が生まれてきたことに誇りがもてるようになる。
　そしてある日、姉の桐子が妊娠。
　周りの人々に支えられ、励まされ、あたたかく迎えられ
て赤ちゃんが誕生するシーンは感動的で、生まれてくるこ
とのすばらしさが胸を打ちます。

『 空へのぼる 』
八束　澄子・著

　　　図　　　書　　　名
人間にとって成熟とは何か
祈りの幕が下りる時
水俣な人
それでもわが家から逝きたい
世界地図の下書き
高校入試
生命の逆襲
わたしのいちばんあのこの１ばん
ノラネコぐんだん　パンこうじょう
季節七十二で候。

　　作　　 者
曽野　綾子
東野　圭吾
塩田　武史
沖藤　典子
朝井　リョウ
湊　かなえ
福岡　伸一
アリソン・ウォルチ
工藤　ノリコ
太田垣　晴子

（宮之浦図書室）

返却日を過ぎた図書はありませんか？
現在、町図書室では、返却遅延図書の点検・整
理をおこなっています。返却期限を過ぎた図書
は早めの返却をお願いします。

天
地
異
変
東
日
本
の
被
災
者
た
ち

想
定
外
の
悲
惨
語
り
得
ず　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

鰯い
わ
し
ぐ
も雲
家
族
そ
ろ
い
て
ど
こ
へ
行
く

吾
に
乗
れ
よ
と
風
の
立
ち
く
る　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

華
や
か
な
ギ
ャ
ル
集
団
の
ま
ん
中
を

た
ん
か
ん
積
み
て
運
搬
機
行
く　
　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

春
来
た
る
新
し
き
制ふ

く服
に
袖
通
し

夢
へ
向
い
て
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

春
の
陽
に
一
途
な
る
赤
珊さ

ん
ご瑚
も
み
ぢ

心
み
た
し
て
芽
吹
き
待
ち
ゐ
る　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

存
在
を
ゴ
ミ
と
し
て
今
捨
て
て
行
く

必
要
で
あ
っ
た
確
か
な
物
も　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

打
ち
寄
す
る
波
も
砕
き
て
神
社
の
浜

こ
の
海
つ
づ
く
よ
娘こ

の
す
む
町
へ　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

夫つ
ま

病
み
て
ひ
と
り
の
吾
は
朝
夕
に

村
の
み
ん
な
に
見
守
ら
れ
を
り　
　
　
　
　

牧　
　
　

ヨ
シ
イ

仏
教
な
ど
伝
へ
て
来
た
る
釜
山
港

「
五ご

ろ
く
と
う

六
島
」
は
高
僧
と
も
見
ゆ　
　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

春
の
農
作
業

事
故
ゼ
ロ
運
動



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

髙
橋
　
麗ら

ら蘭
　
　
　
　
　
宮
之
浦

枡
川
　
輝て
る
ひ
さ久

　
　
　
　
　
松
　
峯

岩
川
　
蒼そ
う
だ
い大

　
　
　
　
　
尾
之
間

大
石
　
朋と
も
ゆ
き幸

　
　
　
　
　
栗
　
生

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
松
田
　
武
志  

（
永
　
　
　
田
）

　
田
實
み
な
み  

（
平
　
　
　
野
）

　
宇
都
　
翔
吾  

（
宮
　
之
　
浦
）

　
菊
浦
　
直
子  

（
吉
　
　
　
田
）

　
伊
藤
　
　
宏  

（
安
　
　
　
房
）

　
青
山
　
亮
子  

（
安
　
　
　
房
）

　
岩
山
　
恵
介  

（
安
　
　
　
房
）

　
宮
田
　
華
恵  

（
宮
　
之
　
浦
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

牧
　
　
良
子
　
八
四
歳
　
永
　
田

菊
浦
　
仁
助
　
九
八
歳
　
吉
　
田

寺
田
　
ヌ
イ
　
九
六
歳
　
一
　
湊

森
本
　
よ
ね
　
一
〇
〇
歳
　
一
　
湊

藤
村
　
正
實
　
八
四
歳
　
宮
之
浦

齊
藤
　
森
雄
　
九
二
歳
　
宮
之
浦

黒
木
ヒ
サ
ノ
　
八
五
歳
　
宮
之
浦

白
濱
ヨ
シ
コ
　
九
四
歳
　
宮
之
浦

山
口
ト
ミ
子
　
七
五
歳
　
楠
　
川

鞆
　
　
愽
幸
　
六
〇
歳
　
楠
　
川

堂
後
登
美
子
　
七
九
歳
　
小
瀬
田

野
口
　
博
章
　
六
五
歳
　
安
　
房

𫝆
井
　
義
美
　
八
二
歳
　
安
　
房

日
髙
　
正
明
　
八
〇
歳
　
安
　
房

龍
　
　
　
正
　
八
四
歳
　
平
　
内

岩
川
　
正
三
　
八
六
歳
　
中
　
間

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（
　
）
は
故
人
。

▼
永
田
の
牧
孝
将
さ
ん

（
母
、
良
子
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
真
辺
　
男
さ
ん

（
母
、
タ
エ
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
森
本
壽
明
さ
ん

（
母
、
よ
ね
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
藤
村
チ
ヱ
さ
ん

（
夫
、
正
實
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
羽
生
眞
弓
さ
ん

（
父
、
齊
藤
森
雄
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
白
濱
忠
さ
ん

（
母
、
ヨ
シ
コ
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
眞
邉
美
枝
子
さ
ん

（
母
、
黒
木
ヒ
サ
ノ
さ
ん
死
去
）

▼
楠
川
の
山
口
隆
德
さ
ん

（
母
、
ト
ミ
子
さ
ん
死
去
）

▼
楠
川
の
川
﨑
正
愽
さ
ん

（
母
、
多
紀
子
さ
ん
死
去
）

▼
椨
川
の
鞆
正
人
さ
ん

（
弟
、
愽
幸
さ
ん
死
去
）

▼
長
峰
の
堂
後
實
さ
ん

（
妻
、
登
美
子
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
野
口
真
由
美
さ
ん

（
夫
、
博
章
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
西
小
野
直
美
さ
ん

（
伯
父
、
日
髙
正
明
さ
ん
死
去
）

▼
中
間
の
岩
川
ミ
ツ
エ
さ
ん

（
夫
、
正
三
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

二
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

和
　
也

　
恵

　
誠
　

理
　
恵

哲
　
朗

麻
衣
子

昌
　
司

千
　
波

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　4月17日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　5月 1日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　5月15日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　 4月21日（月）午後
　 22日（火）午前
　 5月12日（月）午後
　 13日（火）午前
　 26日（月）午後
　 27日（火）午前
眼科（予約制）
　 4月16日（水）午後
　10月17日（木）終日
　10月18日（金）午前
　 5月21日（水）午後
　10月22日（木）終日
　10月23日（金）午前

山岳（遭難）事故の防止を！
　屋久島では、昨年２３件２６名の山岳事故が発生しています。
　ゴールデンウィークを含む春山での山岳遭難事故の
主な原因としては、転倒による負傷、疲労や発病に
よる歩行困難などです。
　山岳遭難を防ぎ、安全で楽しい登山のために、
次の点を守ってください。
○ 必ず登山届けを提出する。
○ 自分の体力、経験、技術に応じた山を選び、無理をしない。
○ 一人での登山は避ける。
○ 体調不良や天候不良の場合は、登山を中止する。
○ 懐中電灯、雨具、非常食など、十分な準備をする。
○ 非常の場合の連絡手段（携帯電話、無線機など）を携行する。
※ゴールデンウィーク時期、縄文杉周辺は、大変混雑します。
　長時間の登山では、思わぬトラブルが発生することがあります。
　お互いに道をゆずり合って、転倒事故等がないよう注意しましょう。



4/18

平内民具倉庫公開
（9:00～ ～11日）

4/8

4/30
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）
軽自動車税納期限

4/21

宮保セ開放（9:30
～11:30）

5/105/4 5/5 5/6

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 4  5

町民カレンダー

4/28

4/7
月

母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）

4/154/14

4/22

火

4/16

子どもといっしょに
読書の日

保健センター開放
（尾之間・宮之浦と
も9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）

4/23

4/9
水

あいさつの日

「町報やくしま４月
号」発行日
八幡幼稚園入園式

4/17

4/24
子ども読書の日大会
（尾中公10:30～）

母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
保健センター開放
（尾保セ9:30～
11:30）

5/1

4/10
木

4/25

5/2

4/11
金

4/19

5/3

4/12
土

4/26

平内民具倉庫公開
（9:00～ ～13日）

2014屋久島海祭り
（8:00～各地区海
岸清掃 14:30～イ
ベント）
青少年育成の日

平内民具倉庫公開
（9:00～）

家庭の日

第５回屋久島町ふる
さと産業まつり
（9:30～ 町民すこ
やかふれあいセンタ
ー）　子ども読書の
日大会（開発総セ 
10:00～）

第18回志戸子ガジ
ュマル祭り
（10:00～13:00ガ
ジュマル公園前志戸
子漁港広場）
みどりの日

第17回楠川城祭り
（9:30～12:00城之
川横広場）
子どもの日

振替休日

宮之浦区春まつり
（益救神社ほか
11:00～パレード）
昭和の日

小島あさひ市
（10:00～小島生活
館広場）
憲法記念日

4/13

4/20

4/27 4/29

4/6
日

5/7 5/8 5/9
「町報やくしま５月
号」発行日

ヤクシマシャクナゲヤクシマシャクナゲ西洋シャクナゲ西洋シャクナゲ

見送り風景in宮之浦港見送り風景in宮之浦港 おい♡らぶ一湊文化祭にておい♡らぶ一湊文化祭にて

あおもじ館開館記念植樹あおもじ館開館記念植樹

見送り風景in宮之浦港見送り風景in宮之浦港 一湊文化祭にて一湊文化祭にて 一湊文化祭にて一湊文化祭にて

一湊文化祭にて一湊文化祭にて

一湊文化祭にて一湊文化祭にて

平成26年3月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,078

904
 282
178
272
461
802
197
654
220
222
511

13,218
− 251

世帯数
545
442
137
90

151
215
432
85

319
130
122
282

6,717
− 90

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
120
12

487
187
727
359

3,156
438
104
453
385
156
281
572

世帯数
66
9

261
102
403
189

1,518
221
49

237
204
81

162
265

●人の動き●●編集後記●
　この度の人事異動で、３年９カ月
担当させていただいた、広報係を卒
業することとなりました。
　この間、いろいろな場所に足を運
ばせていただき、様々な経験をさせ
ていただきました。ほかの仕事では
味わえない、いくつもの経験が、今
の自分を担当当初より、成長させて
くれたと、そう実感できることが、
この仕事の本当の醍醐味なのかなと、
先輩方から伺っていた話を、今更な
がらにかみしめています。
　取材先で、お声をかけていただき、
また、こうして紙面に目を通してい
ただいた多くの皆さまに感謝いたし
まします。また、５月号からの「町
報やくしま」も楽しみにしていただ
ければと思います。　　　　　（ヒロ）

町
報

平
成
2
6
年
4
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/
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